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ご 挨 拶  

「特別支援教育フォーラムin剣Il路」に寄せて  

蛇 穴 治 夫   

北海道教育大学理事   

特別支援学校・特別支援学級へ通う子どもたちが急増していると言われています。  

そのことと関係があるのかどうかわかりませんが、私のゼミの卒業生（理科（生物）  

専攻）から「特別支援学級の担当になりました」とか「特別支援教育コーディネー  

ターをしています」という連絡が増えました。   

それぞれ苦労もあるようですが、人が教育することの意味を改めて考える機会に  

なったというようなことも、年賀状の中には苦かれていました。彼らは皆、特別支  

援教育に関わりながらいろいろと本を読んだり、勉強を重ねているようですが、ま  

だまだ専門的な知識が足りず、一人ひとりの子どもに何が必要なのかを考えながら  

の実践については試行錯誤のようです。「もっとたくさんの事例研究に学びたい」  

とも話しています。   

さて、北海道教育大学は第二期中期目標・計画期間において、特別支援教育に関  

する研究を重点項目の一つに掲げました。その成果を本学の学生教育や学校現場に  

還元していこうと考えています。そのために大学として概算要求を行ってプロジェ  

クト経費を得ました。プロジェクトにより特別支援教育に携わる先生方の力を結集  

すれば、今以上に本学が北海道における特別支援教育にとって無くてはならない存  

在になることは間違いありません。   

今回のフォーラムもそのプロジ工クトの一環と位置づけています。先に述べた私  

の卒業生のように、自分の実践に不安や疑問を抱いている先生方、あるいは父母や  

教師を目指している学生の皆さんたちにとって、今回の講座やパネルディスカッシ  

ョンが貴重な時間になるものと確信しています。   
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「年寺別支援教育フォーラムin釧l路」 日程  

2011年3月 27日（目）10時～16時  

釧路市生涯学習センターまなぼっと幣舞 2階多目的ホール、7・8階学習室  

北海道における特別支援教育の実践の向上を目指して  

（プロジェクト名‥「特別なニーズ」のある子どもたちの通常学級における  

教育支援及び教育方法の開発）  

1．日  時  

2．会  場  

3．タイトル  

4．プログラム  

（1）講  座  

○講 座1  

0講 座 2  

0講 座 3  

0講 座 4  

0特別企画  

10：00～12：00  7・8階学習室   

発達障害の理解と心理アセスメント   

教育相談とコーディネーターの役割   

ことばの発達と支援   

からだ・運動の発達と支援   

家族が学校に願うこと  

五十嵐靖夫（北海道教育大学函館校）  

北村 博幸（北海道教育大学函館校）  

三浦  哲（北海道教育大学札幌校）  

安井 友康（北海道教育大学札幌校）  

戸田 竜也（北海道教育大学釧路佼）  

（2）開会行事  13：30～14：00  2階多目的ホール  

挨 拶  蛇穴治夫（北海道教育大学理事）  

挨 拶  蛭田眞一（北海道教育大学副学長・釧路校担当）  

特別支援教育研究プロジェクトの概要説明  安井友康（北海道教育大学札幌校）  

（3）パネルディスカッション   14：00～15：50  2階多目的ホール  

コーディネーター  小野寺基史（北海道教育大学・教職大学院）  

細谷 一博（北海道教育大学函館校）  

大久保賢一（北海道教育大学旭川校）  

吉野 隆宏（北海道教育大学附属特別支援学校）  

（4：l閉  会   15：50～16：00  

挨 拶   二宮信一（北海道教育大学釧路校）  

5．参 加 者  小中高等学校・特別支援学校等の教員、保護者、学生、一般市民など  

6．入 場 料  無料  

7，主  催  北海道教育大学特別支援教育プロジェクト  

臥共  催  根釧地区特別支援教育ネットワーク協議会、北海道特別支援教育学会根釧支部  

9．後  援  北海道教育委員会、釧路市、釧路市教育委員会、釧路市社会福祉協議会、  

釧路市私立幼稚園連合会、釧路市私立保育園連合会、  

マザーグースの会、釧根地区ADHD・LD・PDD懇話会  

10．問い合わせ先  

北海道教育大学釧路校 特別支援教育フォーラムin釧路実行委員会  

〒085－8580 釧路市城山1丁目15番55号  

TEL：0154－44－3389  FAX：0154－44－3218  E－mail：Sne＠kus．hokkyodai．ac．jp  
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特別支援教育研究プロジェクトの概要  

プロジェクトについて   

大都市の札幌圏と地方の中核都市とともに、広大な地域にへき地りJ、規模学校が多数ある北海道では、  

気候風土とともに地域の特性も大きく異なることから、地域の特性に合わせた特別支援教育の支揺体制  

を構築する必要がある。さらに小規模学校には特別支援教育に関する専門的能力のある教員が必ずしも  

配置されておらず、通常学級で学ぶ発達障害児への教育を困難なものにしている。このことは、普通学  

校においても特別な支援を必要とする児童生徒の教育に関する専門的知識を持ち、実践的かつ具体的な  

対応方法を習得した上で地域の特別支援教育をリードしていく人材の育成が必要とされていることを  

示すものである。各地域に特別支援教育に関する専攻・分野を有するキャンパスを展開し、附属特別支  

援学校や特別支援学級を有する北海道教育大学では、その人材と機能を牛かしつつ高度な実践力を持つ  

教員を養成することが求められているといえよう。   

このような問題の背景から、本プロジェクトは、平成22年度、23年度において文部科学省の特別経  

費（高度な専門職業人の養成や専門教育機能の充実）により、全学組織により特別支援教育プロジェクト  

を編成することで、北海道における特別支援教育の推進を図ろうとするものである。プロジェクトの推  

進にあたっては、旭川に拠点を置く「発達支援ツール作成部門」、函館・札幌に拠点を置く「人材育成  

部門」、釧路に拠点を置く「地域（へき地・小規模）サポート部門」を構成し、附属校とともに教員の横断  

的組織により調査研究・実践をおこなう。さらに特別支援教育に関する情報サーバを構築し、これらの  

情報や特別支援教育における教材などについて、情報発信の拠点の形成を図るべく計画を進める。  

（プロジェクト代表 札幌校 安井友康）  
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プロジェクト各部門における活動内容  

発達支援ツール作成部門   

上川管内で普及・啓発を進めている育ちと学びの応援ファイル「すくらむ」を活用するための研修パ  

ッケージを作成している。その内容は、子どもの実態にかかわるアセスメントカの向上を目指したもの  

であり、（Dネガティブ表現で記述された観察二事実をポジティブ表現で書き直す教材、②提示された困難  

性に対して環境調整支援のアイデアを検討する教材、（訃行動問題の原因帰属を具体的な辛がかりに求め  

ることの有用性を実感できる教材、④簡単な架空の記録から子どもの特徴エピソードを抜き出す教材、  

⑤子どもの観察記録から子どもの特徴エピソードを抜き出して子ども理解シート（「すくらむ」様式6）  

に整理する教材、⑥行動分析の基本的考え方を学習できる教材、等を考えている。作成チームは、大学  

教員に加えて、地域の通常学校の特別支援教育コーディネーター、保育園の主任保育士、障がい者総合  

相談センターの地域コーディネーター、旭川市近郊にある町の母子通園センターのメインスタッフ、上  

川教育局の特別支援教育担当指導主事、旭川市教育委員会の特別支援教育担当指導主事である。プロジ  

ェクトがスタートしてから4回の会議を重ねており、3月に5回目の会議を開催することになっている。  

（部門代表 旭川校 安達 潤）  

人材育成部門   

人材育成部門の研究は、学生への支援に関する4つのセクションと現職教員への支援に関する1セク  

ションから構成されている。学生への支援については、「札幌校、函館校における臨床授業の充実およ  

び有効性に関する基礎的研究」、「附属ふじのめ学級の教育実習における授業分析および教材開発の質的  

向上に関する実践的研究」、「ボランティア活動における実践力向上に関する研究」に取り組んでいる。  

また現職教員への支援については「特別支援教育における研修プログラムの開発に関する研究」に取り  

組んでいる。  

（部門代表 函館校 五十嵐靖夫）  

地域（へき地りト規模）サポート部門   

へき地などの社会資源の少ない地域において特別支援教育を推進するにあたって必要なのは、その地域特  

有の課題の抽出と地域のストレングスを見出し、活かしていくことであると考えられる。それゆえ、釧路・根室管  

内の特別支援教育に関わる基礎的情報を収集し、地域の特性や課題を明らかにし、特別支援教育に関わる新  

たな社会資源創出の働きかけを、行政、地域の学校教員、保護者、関係者の協力を得て試みる。このような過  

程を通し、既存の関係組織の再デザイン化による資源化、特別支援教育に関わる実践共同体の創出、そしてそ  

れらのネットワーク化によって「地域でできることは、地域で行う」という観点を確立し、特別支援教育に向けた学  

校改善・授業改善、実を伴った学校間・関係機関の連携システムの構築など、専門家に過度に依存しない、地  

域の人たちの支援によって推進される特別支援教育を実践的に検証する。  

（部門代表 釧路校 二宮信一）  

情報拠点構築部門   

発達支援ツール作成部門、人材育成部、地域（へき地り」、規模）サポート部門において収集された調査結  

果や研究、実践についての情報を集約して特別支援教育の情報サーバ（北海道教育大学特別支援教育ネ  

ットワーク：ほくとくネット）を構築する。さらに教材の素材となる絵カードなどについて美術・デザ  

インコースを持つ岩見沢校などとの連携により作成する。またTTを活用した相談援助などに関しても  

取り組みを進める。  

（部門代表 札幌校 安井友康）  
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その他の活動  

人材育成を目指した各地域での講座の開催   

平成22年度の講座・シンポジウム   

平成22年12月11日（土） 札幌校 研修会企画「からだで遊ばう」   

平成23年 3月 5日（十） 函館校 研修会企画「プロジ ェクト説明会」   

平成23年 3月27日（日） 釧路校 研修会  

「発達障害の理解と心理アセスメント」  

「教育相談とコーディネーターの役割」  

「ことばの発達と支援」  

「からだ・運動の発達と支援」  

「家族が学校に願うこと」  

シンポジウム企画   

平成23年 3月27日（日） 釧路校 研修会  

パネルディスカッション  

「通常学級における特別支援教育を考える」（本企画）  

特別支援教育フォーラムin釧路 開催の趣旨   

北海道教育大学では、平成22年度、23年度において文部科学省の特別経費（高度な専門職業人の養  

成や専門教育機能の充実）により、「『特別な教育的ニーズ』のある子どもたちの通常学級における教育支  

援及び教育方法の開発プロジェクト」（特別支援教育プロジェクト）を立ち上げ、取り組みを進めてきま  

した。本フォーラムは、このプロジェクト事業の一環として開催するものです。   

本フォーラムは、プロジェクト構成員（北海道教育大学教員、附属学校教員）が講座やパネルディスカ  

ッションを企画・運営し、参加者との学び合いを通して、北海道における特別支援教育の実践の向上を  

目指しています。   

第一部の講座及び特別企画では、各担当者からテーマに沿って講義・話題提供を行います。第二部の  

パネルディスカッションでは、通常学級における特別支援教育をテーマに話題提供を行い、フロアーの  

皆さんと一緒にそのあり方を考えていきます。   

フォーラム開催地である道東（釧路・根室）地域は、広大な土地に学校が点在し、活用できる地域資源  

も乏しく、相談する専門機関までの距離が遠いという状況にあります。さらに現場の教師からは、研修  

の機会が少ないことや、情報が乏しいといった課題も指摘されています。   

このような状況において特別支援教育を推進していくためには、教師一人ひとりが学びその実践的力  

量を高めるとともに、この地域の状況に合わせた特別支援教育にかかわる新しいネットワークを形成す  

る必要があります。   

本フォーラムが、参加者一人ひとりの力量を高め、新たなネットワークの形成に寄与することを願っ  

ています。  （フォーラム実行委員会事務局）  
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企画  講座・特別  

発達障害の理解と心理アセスメント   

教育相談とコーディネーターの役割   

ことばの発達と支援   

からだ・運動の発達ヒ支援   

家族が学故に額うこと   

講 座1   

講 座 2   

講 座 3   

講 座 4   

特別企画  



講 座1  

発達障害の理解と心理アセスメント  

五十嵐 靖夫   

（北海道教育大学爵館枚）  
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継次処理＞同靖処理  継次処理＜同時処理   

文レベル  ・文を読むことはうまくできる  ・文の意味は把握できるが．謙  

が，文を書くなどはできない  むことが苦手で．とくに音読す  

ことが多い。   ることは難しい白   

文章レベル  ・文章を涜むことはできるが．  ・意味の把握はできる。物語文に  

意味を把握することができな  おいて感情的な流れを理解す  
いじ   ることはできる机説明文の理  
特に，物語文の理解が苦手  

で．逆に説明文ならば理悩  

できることがある。   

継次処理＞園飴処理  継次処理＜同時処理  

言語の習得  ■視覚性言語の習得が困難。÷  t聴覚性言語の習得が困艶。  

■音の把握には抵抗が少ない。  ・文字の把握には抵抗が少ない．  

音レベル  ・概して発音は正確であるが，  ・概して吉相弁別が弱し＼ため∴発  

文字を形よく績成できない。  音に問題をもつ。  
・文字の汲みでは、あ詰り閏  例「たんぽぼ」→「たんぽこ」  
難が見えないことが多い。  「ねんど」→「めんど」  
書辛がへたな横合が多い。  ・特殊音節の習得も遅い。  

単語レベル  ・文字を沫むことはできるが．  ・単語は読めても，1文字1文字  

ときどき文辛が集まった単  
請を読めても意味がわから 
ないことがある。   
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いくつかの指導ステップ  
をへて．指導のねらいに  

到達するような段階的な  
指黎  

指導のねらいの本質的  
な部分を含んでいるよう  
な課題を初めから提示す  
る指導  

最初にお湧をわかします。  
次に．麺を入れてます。  
3分たったら．火をとめて．  

スープを入れます。  
（見本を見せながら） 「今日は，これを作ります よ」   

J、・いrl、■コ  

複数の刺激を1つのかた  
まりとして初めからいちど  
に提示し，刺激全体をと  
らえさせてから細部へ移  
行させていく指導  

注目させるべき刺激を．  

初めは部分的に提示し．  
徐々に全体へ広げていく  
指導  

木＋ツ十女＝桜  時＝日＋土＋寸  

－8－  



†．、ト  

定規を使って線の長さをはかる  

■の鼻さ書はかもとき．とうしたらいいのT  

l・ものさしモ■の背こし丁におくt  

i ■め霞はいこ ものさし印はし♯衝わせもA  

ヨン ■の枢のロじのば1叢見て なん亡Mホあ小．大書いめもりのとこ与   

にしるl．きつlブも 

f あと辱ん巾けれさか．し嘉しのところかち小～いめやり善よ仁 

♪h・†√  叫1与「イ＝  

鼻所活用型指導Par侵．p択   

－9－  
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講 座 2  

教育相淡とコーディネーターの役割  

北村 博幸   

（北海逆数育大学轟館枚）  

－14－   



□これからの特別支援教育に求められる専門性   

（l）Assessment  

アセスメントの力  

（2）Strengthoriented  

強い部分を活用する力  

（3）Teamapproach  

チームで支援していく力  

畑山kKm入札J【む＼托オ〉l】  

□これまでの教育相談これからの教育相談  

「話しを聞くだけ相談」  

「様子を見ましょう相談」  
（w血t甜通s恍叩pIP紅拉  

．＿l「．  

「実際の支援につながる相談」  

「チームで行う相談・支援」  

河・d、hld℃＼入tし取ノ＼tl虞〉1t  

□特別支援教育のかくれたメッセージ  

「一人で抱え込まない！」  

「一人でがんばりすぎない！」  

■＿ ＿‾「－＿  

「1年1組の00くん」   

「釧路市立△△小学校の00くん」  

「釧路市の00くん」  

川】■l一爪InlくImlしm．＼H．2けり  

□事例「チームで支援したケース」  

○対象（ケンちゃん）   

○重度の知的障害を有する自閉症5歳男子   

○母姉（小学2年）本児   

○保育園（週5日）療育施設（遇2日）  

○悩み   

（⊃たくさんの不適切行動がある  

執血ワh】m＼ト†lJし＼け畑Il   

－15－  



□事例「様子」   

○いろいろな不適切行動   

・走ってくる車の前に飛び出す   
・スーパーで支払いの前にお菓子を食べる   

・洗い終わった洗濯ものに醤油をかける   

・お母さんの化粧品で遊ぶ  

・生ゴミを食べる   

・便器の中の水で遊ぶ   

・大声で騒ぐ（近所からの苦情）   

・真夜中にべランダから出て行く（警察に保護）  

まだまだ書ききれないほど・・・  
』l五吊町Kn：urUm＼旺皿1l   

口車例「相談・支援」   

○養護学校に相談   

○ケンちゃんの行動をどのように理解したらよいのか   

○改善のための具体的な方法を知りたい   

○子育て上のストレスを少しでも軽くしたい   

○関係機関との連携   

○支援会議の開催   

○個別の支援計画の策定   

○保育園への支撹 サポートブック等々  
Rl血1hm＼九Tし鳳l「La）ll  

ロ事例「保育園への提案内容（概要）」  

◎庚青野のもつ一雷かい雰齢，発生崖のチームワークがすばちしい  

1本人が楽しめる活動のレパートリーを形成する  

○セラピーポールを使った揺らし遊び  

○ 手遊び歌  おんぷでの摺らし など  

2．サインを使った要求行動と、保育士への接近行動を形成する  

○遅延対応  ○強化（褒める 笑顔と手パッチン）  

3．行動の機能に応じた対応を職員で共通化する   

（⊃「注目要求」 ⊂＝→ 注目を与えない 反応を遅らせる  

○不適切な行動に至る前に介入する。  
意図的に「よい循環」にもっていく。  

』血b・m＼入tURん上じ幻‖  

□事例  

「サポートブック」  
（⊃手帳の目的  

（⊃保護者の願い  

○健康面の惰朝  
C〉大好きなこと  

Cl嫌いなこと  

（⊃トイレの方法  

⊂）食事の方法  

（⊃コミュニケーションの方法  

⊂）効果的なほめ方  

○いけないことをしたときは  
○パニックへの対応  
（⊃関係者の連絡先他   

－16－  



口達携のポイント  

1子どもの利益を最優先させる  

2お互いが専門家面せず対等な立場で話し合う  

3個人や所属している組織の制限や制約をまず認める  

4できないことを確認して互いに補い合う  

5現実的で具体的な方策を考える  

6守秘義務と情報の共有のバランスをうまくとる  

7保護者の気持ちにできるだけ近づく  

8子どもの強い部分を見つけて活用する  

9100点満点をめざさない  

10小さな成果でも喜び合う  
H】－kbl】U√M帆＼叶盟〕‖   

□事例「その後」  

○お母さんが笑顔に、何度かショートステイを活用  

○お姉ちゃんとの時間を持てるようになり  

○会議のメンバーは旧知の仲の様になり  

○他のケースでも互いに協力し合うようになリ  

口二つの「個人差」  

個人間差（lnter－individualdifferences）   

集団内の個人間の差異を明らかにする  
、t  

分類／ラペリング   

個人内差（lntra－individualdifferences）   

個人の内に持つ発達的差異を明らかにする  
0  

効果的な教育プログラムの作成  

≠d－ylれ1q¶屯田UR九∫u：〉ll  

□学習指導要領（指導計画作成手順の明確化）   

舅3款指導計画の作成と内容の取扱い   

乙個別の指導計画の作成   

（り生徒の実態の的確な把握   

（2）指導目標の設定   

（3）指導内容の設定  

7興味主休的成就感自己肯定的  

イ困難を改善・克服する意欲  

り進んでいる側面を活かし遅れている側面を補う  

工自ら環境調整周囲に支援を求める   

（4）適切に評価指導の改善  

月山tb＼▲KⅣヽ九n刀も1トL∬〉【1  

－17－  



ロリフレーミングのすすめ  
口授業づくりのABCDE  

Attractiive おもしろい   

Benefiicial 役立つ  

ロあと5分しかない → まだ5分もある  

ロいいかげん → こだわらない、おおらか  

ロおしやべり → 人との会話を楽しめる  

ロ変わっている → 味がある、個性的  

□気が強い → 積極的、弱音を吐かない  

□気が弱い →（  〉  

□ずうずうしい →（  ）  

Clear  

Dynamic  

Evidential  

わかりやすい  

活き活きとした  

根拠に基づいた   

さ1■khll（∩礼M【11＼†l，βIlk   

視点を変えれば「短所」も「長所」へ  

口数師が陥りやすい癖   

○籠舌［訂うんざりして話を聞かなくなる  

。発間。削返し甘＿虔で聞きとる力が育たない  揖  

○言い直し、つけたし T：ア 兢が混乱して分からな＜なる   

（⊃子どもの発言の復唱「軒子ども同士が話し合う力が育たない   

（⊃言語指示が多すぎるⅣ’教師の指示がないと動けなくなる   

○行き当たりばったり仔● 見通しがもてず混乱する  

○メリハリがなく単調「君退屈になり、手遊びなどが始まる  

開山負tIヽm：＼川1いトlグ〉11  

－18一  



□相談・支援のための基本的な考え方  

○苦手な部分の克服より、得意な部分を活かす  

○目標のハードルを少し低くする  

○完璧を求めない  

○多様な評価をする  

○関係者が連携する  

P、1、＼h・lくrn＼九1しm．11幻1】   
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講 座 3  

ことばの発達と支援  

三浦   哲   

（北海逆数育大学札幌枚）  

－20－   



聞き手効果段階  

ことばの発達と支援  ＜新生児～0：3＞  

・叫喚音声から非叫喚音声へ  

・応答（？）の開始  
三浦 哲  

（北海道教育大学）  

伝達機能   

要求、拒否、注意喚起＝・  

意図伝達段階  

＜0：4～0：6＞  

・「要求」＝ 伝達機能  

・「拒否」  

・身振りの理解  

イ注意喚起」（自分に注意を引く）  

・追随注視（大人の視線を追う）  

伝達手段   

視線、表情、身振り、発声   

サイン、写真・絵、シンボル   

発語（一語文、二語文、三語文）  

＜0：7～0：9＞  

・「挨拶」（動作模倣）  

・指さしの理解＝「象徴機能」  

・声の調子（抑揚）の理解  

一晴語  

命題伝達段階  

＜0：10′、■1：3＞  

イ要求」の指さし  

イ受け渡し」（役割交代）  

・「提示」  

・話し言葉の理解   

一21－  



初期コミュニケーションの3段階  ・初語（始語）出現  

・r注意喚起」（対象に注意を引く）  

・応答の指さし  

伝達意図  話し言葉   

聞き手効果段階  

意図伝達段階  

命題伝達段階  

母親の行動特徴  

・意味的随伴性  

・現前事象（hereandnow）   

・微調整（声の高さ、抑揚、発話長、  

語彙、構文）  

－22－  



講 座 4  

からだ・運動の発達と支援  

安井 友康   

（北海遣教育大学札幌枚）  

ー23－   



平成22年庶特別支援教育フォーラムJ八釧路  
講座4  講座の内容   

・子どもの発達と身体活動の意味  

・活動の実際  

・海外の取り組み  

・まとめ  

からだ・運動の発達と支援  

北海道教育大学札幌校  

安井 友康  

「障害者の権利条約」  

2006年国際連合採択  

第30条  

「文化的な生活．レクリエーション．余限及び  

スポーツへの参加l  

・「締約国は、障害者が他の者と平等にレクノエー   
ション、余暇及びスポーツの活動に参加すること  

三   
することを奨励、促進」し、「障害に応じたスポーツ   
活動及びレクリエーション活動を組織し、及び発   
展させ、並びにこれらに参加する機会を有するこ  
l＿・ノー丁かJ【コ．＿4＿■7■ ■．1人「ヽゴ亡ヽレ■、＋ヒ．ごモ告  mんb・rl．イlデューエコロF  

「スポーツ、レクリエーション及び観光の場所  

へのアクセス」「障害のある児童が遊び、レク  

リエーション、余暇及びスポーツ活動（学校制  

度におけるこれらの活動を含む。）への参加  

について均等な機会を享受することを確保」  

するとともに「レクリエーション、観光、余暇及  

びスポーツ活動の企画に関与する者による  

サービスを利用することを確保する」こと  
J⊥1し． Lニ ヽ こ山じ．ヽ．ノ‾l、－■・・・・・¶リーJlヽ■き㌢′Jト  

とを確保」するため「適当な手  
lきJIL ノ■ ＝■亡l T一丁J▼′■・・l＿▲l＝】J⊥⊥」」J▲   

が他の者と平等l  

身体運動・体育・スポーツの効果  

身体・健康的側面  
：体力の向上・健康の維持増進  

心理的側面  
：生き甲斐・喜び・目的意識・自信・障害受容  

社会的側面  
：社会関係の広がり一友人■目標  

凸  
豊かな人生   

－24－  



地域生活を送る知的障害者の調査  

（安井2004）  

スポーツを甜的lこ行っている  謝に紺る希望   

やって㈹  
1椚   

露々   
珊  

ほとんど   
2払  

北鶉1の知的■書のグループホーム利用暮事 さ65人   

‥i二l・  ■知的集濃段l瞥  遭びのタイプ  1並びのグループ   

○■   悪文運動期  ★静的遊び・  
儀式化  

2■   前轢作期  ti由‾   自己中心的  
平行遊び   

3▲  相互交渉的遊び  

lTt   

2人、8人・・  
■体的操作欄ノレールのある  ゲーム   集団遮び  

11■   形式的擁作期  

認知的発達段階の理解   

感覚運動期（0－2歳）  

前操作期（2－7歳）  

具体的操作期（7－11歳）  

形式的操作期（11／12歳以上）  

Piaget  

ー25－   



身体活動経験に基づく  

身体機能の向上   

・有能感  

・自信  

・積極性  

・自発的・意欲的態度の形成  

概要   

・身体活動の重要性の認識  

・実技系科目：一緒に行うことが多い  

・■【ともに行う”体育の指導技法  

・地域のスポーツ・卒後のスポーツに対する認   
識  

・ノーマライゼーション社会の実現の鍵？  

感覚・運動   

・視覚・聴覚・触覚・味覚・噴覚  

・運動覚：体性感覚・固有感覚・筋感覚  

・前庭感覚  

身体意識  時間と空間の因果関係   

身体像   

からだはどうなっている   

身体図式：  

どう動かしたらどう動く・どうなる   

身体概念  

ここは何なに  

－26－  



授業の内容と展開（2年生）  
体育館の四隅に置かれたコーンの外側は、商人が行き来す  
る都市で、商人は都市に滞在中は盗賊に襲われることはな  
い（安全地帯）。商人は他のどこの都市にでも移動すること  

ができる。中央の四つのコーンで囲まれた部分は盗賊の城  
で、たすきをかけた盗賊が、都市間を移動している商人を捕  
まえて自分の城に連れて帰る。  

他の商人は、盗賊の目を盗んでタッチすることで、城に捕  
まっている商人を救出することができる。  

登空地揮   盗偶の城  
回申▲は－三角コーンをンJ二す  

電気うなぎ  

ロープを持つ子どもが「電気うなぎ」になる。ロープを  
つかって他の子どもに電気ショック与えることで、泳  
いでいる子どもを気絶させることができる。  

スクーターボード（台車）に乗っている子どもは、レス  

キュー隊となる。川（もしくは海）をおよぐ子どもたち  
は、電気うなぎの電気ショック攻撃から逃げる。電気  
ショックによって気絶してしまった場合は、レス  
キュー隊が、岸（体育館の壁）まで連れて行ってくれ  
るのを待たなければならない。  

－27－   



8：04「電気うなぎ」  

スクーターボードの3人とヨナス   

（レスキュー）がレスキュー役となる  

8：06「電気うなぎ」始め  

最初はレオはルールがわからず、教育的支援教員が  

個別に説明する  

8：09 集合 子どもに「電気うなぎ」から電気ショックを受けた  

回数を聞く  
8：11r電気うなぎ」の2回目 レオが「うなぎ」役  

8：17「電気うなぎ」終了、「うさぎと狩人」の準備・開始  

狩人役は3人、見張リ2人のうち一人はヨナス  

特別ルール  

・障害のある子どもが見張りの場合、彼が子どもの前   
にいるかぎり、外には出られないので、ゆっくり一歩   
ずつ横歩きで、彼の前から逃げることを試みなけれ   
ばいけない（写真）  

・特別ルールのバリエーションとしては、車椅子の子   
どもが狩人の場合、「テニスボールサイズのボール   
を投げて、撃たれても撃たれなくても、子どもがボー   
ルを車椅子の子どもに戻さないといけないことにす  
る」などがある  

－28－   



17，00－ほ00  背 の 
】1 

lO（カー20【帖  

」        115（氾－1800  イス査廷⊇た棚    1   柑（氾－1丁∝〉  書■亀青（乃仕】■     中（＃■雫肘仕■      占二扁「「iヰ（靂■予断）聖体櫓         ■予断）の体繊   20．【旧一之2．〔旧  荘妄漂亨里闇   て1t∝l－1凱∝l    ■■∴‾∴■Lll 両石扁■予防）の組阻＿＿   15．00ト1＆【氾  岳墟L拙辻の件襖 Lご＝ボーJ！d王どもL ーツ立び（10一日■」   1他聞－17．00   17．15－18．15   1880－20【旧   くレーボール（書年1  

身体の活動に対する  

意欲を引き出す   

なぜこの活動をするのかの  

どのような活動なのか  

子ども自身が身体運動を楽しい活動として認  

知するには   

子どもたちの興味を   

引き出す工夫  

発達の段階を把握  

運動の属性を理解  

事前のイメージ化  

自己決定と創造的場面の工夫  

－29－  



特別企画  

家族が学校に噸うこと  

戸田 竜也   

（こ化海道教育大学釧路枚）  

－30－   



特別企画 家族が学校に願うこと  

コーディネーター  戸 田 竜 也  

北海道教育大学釧路校  

話題提供者   小 玉 七 重 さん  

保護者  

北海道自閉症協会釧路分会（通称：鶴の子会）会長  

話題提供者  佐藤みち る さん  

保護者  

釧路地区自閉症・発達障害支援センターをつくる会（通称：ゼペットの会）代表   

この特別企画は、家族（保護者）が学校や教師に対してどのような願いをもっているのか、   

お二人の保護者から話題提供していただき、参加者による意見交換を行います。  

前半は、保護者である小玉七重さん、佐藤みちるさんにこれまでの子育てを振り返り、特に   

学校とのかかわりで感じたこと、考えていることなどついてお謡いただきます。  

お子さんはどんな学校生括を送ってきたのか、本人と保護者は学校に対してどのような原頁い   

を持っていたのか、理想とする学校はどのようなものか、その他子育てをするなかで考えてい   

ることなどについて、率直に語っていただく予定です。  

後半では、この企画に参加していただいた皆さん一人ひとりにお話していただきます。特に   

討議の柱は設けておりませんので、話題提供を聞いて感じたこと、日頃考えていることなどを   

交流したいと思います。  

なお、資料等は、会場で配布いたします。  

ー31－   



話題提供 小玉七重さん  北海道自閉症協会釧路分会（通称：鶴の子会）会長  

話題提供 佐藤みちるさん 釧路地区自閉症・発達障雫支援センターをつくる会（通称：ゼペットの会）代表  

一32－   



パネルディスカッション  

通常学級における特別支援教育を考える   



パネルディスカッション   

通常学級における特別支援教育を考える  

コーテヾィネ一夕ー  小 野 寺 基 史 （北海道教育大学教職大学院）  

話題提供者  大 久 保 賢 一 （北海道教育大学旭川校）  

「行動の支援」から「教育の“ユニバーサルデザイン”」について考える  

話題提供者  細 谷 一 博  （北海道教育大学函館校）  

交流及び共同学習の現状と課題  

話題提供者  吉 野 隆 宏  （北海道教育大学附属特別支援学校）  

特別支援学校のセンター的機能  

－パートナーティーチヤー事業の活用   

特別支援教育が始まって早4年。今、学校現場では何が理解され、何が課題となって   

いるのか。通常学級における特別支援教育の現状と課題について、3名の識者が語ります。  

－33－   



夏）11年3月刀甘 特別支援教育フォーラムi†憾11路  

通常学級における特別支援教育   

「行動の支援」から「教育の“ユニバーサル・デザイン【」について考える  

北海道教育大学旭川校 教育発達専攻特別支援教育分野  

准教授 大久保果－  

dlk血痕庭a．「頗虫i．aニjp  

●1＝筆舶Iち．二と◆るi刀－｝t乍叩tげ川川  

．トヽ  

、－ ▼■■ ■一一ト■ ■ ■  
▲・＋＋ －・一1■ － － ▲  

● ￥■－叫・  「行動上の問題」の現状と傾向   

◆児童生徒の行動上の問題は、確率的には、ど   
の学校、どの学級にも起こりえるものである  

◆特に暴力的な行動に関しては、近年、増加傾   
向にある  

●  ◆  

い■一－■・－・一・▼ 一－－一●  

平成丑年度「児暮生徒の間履行動等生徒指導上の諸間青に関する1査」  

ところで・・・特別支援教育の対象は「個人」に  

“限定’’されるのか？  

・1特別支援教育における基本的視点（1）   
● 通常の学級に多く在籍すると考えられるL．D、A刑1高機能自閉   

・これらの障害のある児童生徒一人一人の教育的ニーズを把握し、   
図ることが特別支援教育における基本的視点として  

「今年の笥別支輝鞍育のをり方」（最終報告）より抜粋  

ー34－   



－35－   



事例1  

宿題をやってこない児童が  
大勢いた学級に対するアプローチ  

手続き   

◆宿題の内容  
→原則的に計算ドリル2ページ、漢字ドリル10間を3回ず  
つノートに書き写すという内容  

◆ベースライン条件  
→宿題をしてこなかった児童に対しては、休み時間に課  
題に取り組ませ、その日のうちに提出することを求め  
た  

◆介入条件  
→学級全体の宿題提出率をグラフ化して、教室に掲示す  

る。その他はベースライン条件と同じ   

対象  

◆小学4年生の児童数38名の学級  

◆日によっては半数近くの児童が宿題をやって   
こない  

◆担任教師は叱責したり、やってこなかった宿   

題を休み時間にやらせたりして対応していた   

が、改善傾向はみられなかった  

■l′・人■  

■ ■い－スライン■  事汀ぺ‾スライン■  EパリJ  －ケ吾妻のフォローアップ  

H  －＝一●■．●㌧  
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教師に対するアンケート  
アンケーい一日  担任微塵lの静l■  

膚tを蝿出することは児暮の半枚生活の中で1■1，すか？  5   

現在の微電体¶の中で■瑠なく取り撼むことができ鳥プログラムでしたかつ    4   

任用＃料の事■■、すべて担任で行う場合、負担が大きいと患いますかつ     2   

兄暮にとって棄rナ入れやすいプログラムぞあったと患いfすかつ  4   

先生にとって受け入れやすいプログラムでしたかっ  4   

このプログラムは児tにとって負担であったと思いますかっ  2   

什■の躊出に叫丁る指■の員毯ガ少なくなりましたかっ  4   

兄tに暮t拠出者¢すのにこのプログラムは勧1的でしたか？  4  

このプDグラムを軍馬することで叱ることが少なくなりましたかつ  ヰ   
このプログラムそ算應することでほめることが増えましたかつ  5  

このプログラムのルルはわかりやすいものでしたかワ   
几■の攣●成績に進歩は1られまLたかつ   

このプログラムの結集に満足することができましたかワ   
今書糧暑があればこのプログラムを使用Lてみたいと思いますかっ  

5＝とてもそう思う、l＝まったくそう思わないという5段階酔価を求めた  

事例1の成果と課題  

事例2  
●児童の「達成度」を視覚的にフィードバック   

するという簡便な方法で大きな変化があった  

◆児童と教師の主観的な評価も高かった  

◆効果を示さない児童も存在した  

・しかし、「本当に個別的な支援が必要な児童」を  
浮かび上がらせたともいえる  

行動面で落ち着かない児童が多数  

在籍していた学級に対するアプローチ  

課題と目標  
◆教室内が落ち着かないので、授業がなかなか始   

められない   

◆当番活動をサボる児童が大勢いて、残りの少数   
の児童が何とか活動をやり遂げているという状   
態  

定されているが、それがあま  
●苛鮎甘言tl若警  

◆標的  
・落ち着いて授業を開始する  
・みんなが当番活動に適切に取り組む   

対象  

◆4年生の児童数玉名の学級  

◆発達障害の診断を受けている児童が複数名在籍  

◆担任教師は学級の讃」以上の児童に対して、「何   
らかの個別的な支援が必要」と評価  
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以前から実施されていた方法  

取り組み1  ◆「目と耳で話を聴こう」という学級ルールの   
設定   

・できていない時に教師が促す   
・終わりの会で「ルールが守れていたかどうか？」を  
教師が児童に問う   

・児童は挙手により自己申告   
・教師はその人数によって1日の達成を◎、○、△、  

×で評価   

・◎や○の蓄積により、教室の前に貼ってある「頑張  
りの木」に花が咲く  

落ち着いた状態で授業を始めよう  

一目と耳で話を聴く－  

観察して気づいた問題点   

●あまりに「ルールを促す頻度」が多いので、児   
童が興味を示さなくなっている   

◆ルールを促した直後のフィードバック（それが   
できているかどうかの評価）がない   

◆終わりの会の自己申告の妥当性が疑わしい  
・「とりあえず手を挙げておけ」という雰囲気がある？  

・ルールや評価基準がきちんと伝わっていない？  

事例2の成果と課題  
グラフフィードパック  

I t■によるセルフモニタリング  

ベースライン  ≠三べ一スライン  
グラフフィードハック  グラフフィード／トンク  

t■｛－■  了．  

m
 
へ
l
 
い
 
M
 
繊
 
M
 
 

◆児童全体にアプローチすることにより、全体として   
行動面の改善が見られた  

◆また、その全体的なアプローチは、個別的支援が必   
要であった児童（発達障害の特性を持つ児童）に対   
しても効果を示した  

● しかし、それで全てうまくいっているわけではなく   
（例えば達成率は1∝％になっていない）、さらな   

る検討の余地が残された   

ご′－r‾■l■¢  

●   

● ●● 
●● 

●  

－～ 
●●   ●●  ●～ 

● ●■や責■1の■■  

t■の｛2■■   

8月  7月 9月    Ⅵ肖    れ月  ゼ閂  
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特別な教育的ニズ  

疇鞠   

特別な教育的二「芳  

／  磨鞄  

特別な教育的ニーズ  

靡鞠  

まとめ  

◆通常学級における特別支援教育を充実させていくた   
めには、個別的な支援に加え（場合によっては個別   
的な支援より優先して）、通常の授業や学級運営の   
在り方について検討する必要がある  

◆特別支援教育は「通常教育（教科教育・学級経   
営）」から多くを学ぶべきであり、逆にこれまでの   
特殊教育・特別支援教育の蓄積から発信できること   
も多くある  

●そのような「融合」を進め、特別支援教育を「“特   
別”でなくすこと」こそが学校現場におけるチーム   
ワークと実践の質を高めるのではないだろうか？  

特別な教育的ニズ   

磨鞠   

特別な教育的ニーズ   

鞠  

特別な教下「′Jニーズ   

磨鞠  

・逆にI亀常の対応jガ不十分であれば、陪別な教育的＝－ズ」を摺える 子どもは増力8しそれぞれのニースも大きくなってしまう  
・際も招薫がわからない状態卜学級崩壊」  

Ref占ren（e   

◆ 大久保賢一・高橋奈手・野呂文行・井上雅彦eOO8）通常学級におlナる宿   
題提出行動の増加を標的とした学級規模介入一相互依存型集団随伴性   
の効果の検討－．発達心理偲床研究，12，89－97．   

・福本慎吾・大久保賢一・安達潤印刷中）通常学級における児童の行動闇   
雲割こ対する学級規模支援一授業開始時のl適切な態度」の促進を模的と   
した集団髄伴性手続きと胆ルブスモ＝タリンク」手続きの効栗一北海   
道教育大学紀要，教育科学編  

◆ ホームページ■l北海】菖教育大学 大久保研究室」   
・http：／h■W．iJStnyStage．COn＾onchhkLJb81irId8X．ht爪l  

・ブロク指物究理b、くぶつきゆうり）」   
・http：／舟hk】bo14．bbglO3．fc2．co■l／  

：5  

用いた教材   
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交流及び共同学習って？？？   

■障害者基本法の一部改正（2004）  

『交流教育』→『交流及び共同学習』  

特別支推戴脊フォーラぷ¶釧路  

交流及び共同学習の現状と課題  

一一一  

国及び地方公共団体は．陣稗のある児童及び生徒と騨欝のない児童及び  
捷との璧蛤隠びj＝F巧ヤ習を横座的に進めることさこより，その相互押1拝を棍  
心なければならない。  

丁二♭  

■交流及び共同学習の2つの側面  

（1）交流の仰而  

→相互の触れ合いを通じで豊かな人間性を育む  
（2け糾す学習の棚l丙  

→教科等のねらいの達成  

北海道教靖夫学酎館枚 障害児臨床分野  

細谷一博  
hl則卵酎血血血耶血血再  

bttp：ノソⅢ2．h血h舶紅涙賊．肛．如／r蝕坤blや－！abノ  

交流及び共同学習の目的は？？？  

■l寧害のある児童生徒にとって・・・  

○自立と社会参加を促進  

具体的には‥・   
・経験の拡大   
・積極的な態度   
・豊かな人間性  

■陪審のない児頓生徒にとって‥・  
○共に助け合い支え合って生きていくことを学ぶ  

具体的には‥・   
・正しい障害理解と障害認識  

凸  

『共！ヒ純金』の形成  

交流及び共同学習の実施方法   

＊行事やイベントを通した交流の場合＊  

＜陣■のない環■生徒＞  
・け嘗についての正しいtポ  
・胃冨のある子どもたちへの逼切な支撫協力め仕方  

＜闊宵のあもl見書生換＞  
・帽雫的1ドt 古津や払方の着め斉▲軋五  
・6号弟気持ちの諷堅の什更  

児暮生徒が主体的こ町り掴もことができる。  
干上■も珂士の熟れ合いを暮視する。  
円滑こ渚むができるように指＃・助言をする。  
活動が負担損争にならないように官憲する。  

欄の驚王■の■℡吉．■々にまとめておく．  
（どの鐸にヰじたのか？1  
（す櫨＿どの縛な活動をしてい藷たいか？）   

女流号数什の慶熟や印■を！卓競文や瑚にして壬ホL全  
う損失圭紗ける  
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実際の交流及び共同学習  

■実践的研究から  

細谷・大庭（20018）  

・通常学級の児菰生徒と特殊学級対象児の両者に焦点を当てた交流  

教育の実施が必要である。  

細谷・大庭（2001b）  

・参加している児燕生徒の意見を交流の形態や継続の可否を判晰する   

材料として利用していくことが．子どもが主体的に参加できる手段の1   

つである。  

・交流の様子について，随時情報交換できる機会を確保していく。  

松本（2008）  

・活動の場を共有するだけではなく，生徒同士が直接関わることのでき  

る活動，憫と個の触れ合うことのできる活動が望ましい。  

交流及び共同学習の授業を作る  

真城（2010）   

■交流及び共同学習の授業を考える？？？   

・交流すること自体を目的にするのではなく，活動の目的を共有する  

ことを意讃する必磨がある。  

■交流及び共同学習の実撰ポイント  

l）障害の「ある児頚生徒」と「ない児童生徒」の役割を固定化しない。  

2）双方向の影聞の′くランスを意識する。  

3）1人1人が電要な役割を担う。  

引用文献   

■細谷・博・大艇爪滑（20¢18慄醍教骨の変遷と今日における異践的凛題一特殊学絶   

と通常の学級を中心に－．上越教ナチ大乍附丁7児政情墨縄センター紀感．7，9－16．  

■細谷一博・大腱重油（2州1b）小′プ＝棟特殊ノア兢に在職する児哺を対㊥とした教科交線   

（体育）の架橋形！掛こ側する武冶．特殊教育学研究，38（4），2卜28．  

■細谷一博・大喧前治（2010伸＝主他校交流における相互聯の促進と†■7報の共有化   
にl対するリI問的研究．阿1り差lり場所究，3S（2I，66－75．  

■細谷一博（軌跡叫如拙町l‡児・者と高等■芦校バスケットボール部における交流及び   

典い日当別＝関する′長川杓研兜．北海道特別支搾政行研プ監．5（‖．  

■卜q在特別よ楳救f才能舎研究所（2ひ06）交流及び共†司学部に関する．凋炎研究‥相席研  

究職竹，lF．  

■松木和久（2008）知的陣習特別支捜一声絶と通路学級との交流及び共同草門のノー＝り力■   

にl退ける研兜．アジア昨‘．1f社会♪芦研究，7，915，  

■坂口保酢名題斉子・U．1巾冴′・（2009）高等学校と而督学政所忙般椚の特別塵舵′声   
佼il■斥等価分接・分叔輔との「鑓流及び」ヒl■町㌢習」についての調査研究．埼】こ大・γ   
叔でiJ予i■錮肋相打け購蘭唐センター如軌8，柑卜191．  

■野中力津杖・小㈹カ砂√（1999）知的酵1一雄との交流体験学M璃人による細社愈凛   
の形成一品校組隠抑こおける男子′l二様を対象としたツヱ撲を通して－．【l本乗艇椚   
叔宇戸・■7全仏，42（1）．9－15．  

■た城加山2¢10）交流及び共同′声門と阿川即跡軟骨．特別支援教惰の栗裡僧職．  
t3t；．S－1l．  
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「特別支援学校のセンター的機能」  

～パートナーティーチヤー事業の活用～  

北海道教育大学附属特別支援学校  

中学部主事・コーディネーター 吉野隆宏  

特別支援学校のセンター的機能  

・北海道立特別支援教育センター  
・平成19年度特別支援教育   

パートナー・ティーチヤー派遣モデル事業   
道内3地域（道南、道北、釧根）  

・学校教育法等の一部を改正する法律（平成「8年）の施行  

■葛響房軍学校は幼稚臥小学校、中学校、高等学校の要請に応じて、助言又は援  
■詔軌鎧題聖雫苧詔騰を賢謂貯  

【成果】・地域における推進校と協力校の連携  
・小中高等学校からの要請に応じた特別支援学校による支援  
・特別支援学校のセンタ【的機能の充実  

・現在、全道9地区に分けて年度毎に実施されている。   
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平成22年度 特別支援教育  
パートナー・ティーチヤー派遣事業  

釧路根室のパートナーティーチヤー派遣事業  

推進校 釧路養護学校  

協力校 釧路聾学校、白糠養護学校、  

中標津高等養護学校 （平成21年度）  
■  
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推進  美唄 拓北  
校   売主要 養護  

半夜 学校  市町村  那碍市，釧路町．厚岸  
町、浜中町、弟子屈町、  
標茶町、熊居科  

学校種別 小20 中7 高8  

人数   ノ小7a中19 高0  

診断名  知26自・発26情ユ1  
陣がい名 病1吉4 不明35  

派遣国散 発連11教育156連4  

自損町、音別町、  
曹篭居村、釧娼町、  
厚岸町、梓茶町、  
根室市   

小1D 中4 高2  

小ユD 中4 高2  

知4 肢g不明4  

発16教22進路8他1  

釧蹄市、根室  
市、別海町、  
弟子屈町、中  
標湊町  

小4 中2菌0  

小6 中2高0  

聴覚8  

教育1D  

根室市、中輝  
津町、標津町、  
別海町、浜中  
町、   

小3 中4 高〕  

小ユ1中14高S  

知10 自・究11  
肢2 不明7  

教育63 進路4  

・協力校 推進地域内にある推進校以外の道立特別支援学校（分校含む）  
・実施方法等  
（1鵠観義盛禦慰における教育局等関係機関及び推進地域内協力校  

（2壌苧観望鮎誓は、幼稚臥小■中学校・高等学校からの派遣要請に基  
（∋）派遣された教員は、対象幼児児童生徒への指導計画の作成並びに指導及  

㌍甑粘ビ高書号鷲警校、幼稚園の特別支援教育コ【デイト  
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【関 連 資 料】  

1．日本の特別支援教育における関連情報（千賀 愛）  

2．世界のインクルージョン教育と国連の障害者の権利条約に関する関連情報（千賀 愛）  

3．発達障害に関する図書等の紹介（斉藤真善）  

1．日本の特別支援教育における関連情報   

特別支援教育は2007の学校教育法の改訂に伴い、旧同法の第6章「特殊教育」から第8章「特  

別支援教育」に改められた。旧来の盲学校・聾学校・養護学校を指す「特別支援学校は、視覚障害  

者、聴覚障害者、知的障害者、肢体不自由者又は病弱（身体虚弱を含む。以下同じ。）に対して、幼  

稚園、小学校、中学校又は高等学校に準ずる教育を施すとともに、障害による学習上又は生活上の  

困難を克服し自立を図るために必要な知識技能を授けることを目的とする」（第72条）。また特別  

支援学校は、幼稚園・小学校・中学校・高等学校・中等教育学校の要請に応じて、特別な支援を必  

要とする祝電生徒に対する支援や教員への助言を行うセンター的機能が規定されたが（第74条）、  

「センター的機能のための教員配置がなされず授業担当者が削られることの影響」が危倶される（荒  

川・2008）。   

小学校・中学校・高等学校・中等教育学校（公立の中高一貫校のこと）には、旧来の「特殊学級」  

の名称を改めた「特別支援学級」を置くことができる（第81条）。しかし高等学校の特別支援学級  

は、同条を具体化する運用規定を欠くことから、特別支援教育の人的・物的な保障を行うための法  

的根拠が整っていない。そこで近年、人数が増加した特別支援学校の分教室を空き教室が増えた高  

等学校に設置する自治体（神奈川県、長野県）の取組が注目されている。北海道でも高等養護学校  

を相次いで新設しており、中学校・高等学校における特別支援教育が一人一人の生徒の学習や発達  

を十分に保障しなければ、この傾向は続くと思われる。   

特別支援教育は特別支援学校（視覚・聴覚・知的障害、肢体不自由、病弱、虚弱）に在籍する約  

6万人、小・中学校の特別支援学級に在籍する約12万4千人、通常の学級に在籍しながら特定の時  

間だけ指導を受ける（通級による指導）約5万人の児童生徒に対して行われている（2008年5月  

1日現在）。義務教育段階の1079万人のうち特別支援教育を受けているのは約23万4千人（全体  

の2．17％）、幼稚園から高等学校．段階の1．8％に該当する。   

他国の特別教育に目を向けると、例えばアメリカ合衆国では6歳から17歳の学齢児毒のうち11．  

3％（IDEAData：2007）、ドイツでは全学齢児童のうち5．6％が様々な形で特別な教育・支援を受け  

ている（ドイツ教育文化会議‥2006）。しかし日本では通常学級に在籍する学習障害（LD）・注意欠  

陥多動性障害（ADHD）・高機能自閉症などの広汎性発達障害があるとされる約68万人（全体の  

約6％）に対する支援が遅れ、さらに不登校や不適応、日本語指導を必要とするケース（外国人等）、  

被虐待や慢性疾患などの様々な困難に対する支援が不十分であるために、学齢児童全体に占める特  
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別支援教育対象児の割合が低く抑えられている。   

次に教育予算の問題について述べる。義務教育費国庫負担金が従来の二分の一から三分の一に削  

減され、障害児保育の国庫補助の廃止（一般財源化）などにより都道府県の負担が増えており、自  

治体間には予算や施策面での様々な差異が生じている。さらに文科省の予算は「特別支援教育」か  

ら新学習指導要領の研修や少人数学級や放課後指導などの学力問題へ重点を置くようになっている。  

実際、発達障害や困難のある子どもの支援のために使われる巡回指導・各種の相談や学生支援員の  

活用などを含む特別支援教育総合推進事業費は、平成20年度は5億305万円、21年度は5億328  

万円であったが、平成22年度は3億497万円に激減している。   

初等学校（国公私立）の学級規模において日本はOECD加盟国の下から3番目（28．3人）、各  

国平均の21，5人とは相当な開きがある（2006年）。学級規模の縮小だけでなく、授業を持たない教  

員（管理職や主幹）や一般教員の管理・運営業務を見直し、授業（教育活動）を教職の中心に据え  

ることで、子どもや保護者との丁寧な関係づくりのための時間を生みだすことも不可能ではない。   

2009年3に特別支援学校の学習指導要領が告示されたが、障害による「困難の克月削 が強調さ  

れ、普通教育の一環として特別な教育的支援■ケアを受けるという視点が弱い。また、「基礎基本の  

知識・技能の習得や集団的規範意識にうまく適応できない子どもがますます通常教育から排除され、  

特別支援教育がその矛盾の受け皿になることが懸念される」（荒川、2008）。  

2．世界のインクルージョン教育と国連の障害者の権利条約に関する関連情報  

1994年に国連はスペインのサラマンカで「特別なニーズ教育に関する世界会議：アクセスと質」  

を開催し、最終日に「特別ニーズ教育に関するサラマンカ声明と行動大綱」（以下、サラマンカ声明）  

を採択し、障害児のみならず、英才児、言語的・民族的・文化的マイノリティの子ども、貧困を背  

景にした学習上の困難を抱える子どもを、「特別なニーズをもつ」子どもととらえ、障害児教育（特  

殊教育）か通常の教育かという二分法的枠組みとらわれない「インクルージョン」の考えを示した。  

インクルーシブ校（inclusiveschool）では、様々な特別ニーズをもつ子どもに対応する環境整備、カ  

リキュラムの柔軟性、付加的な援助などが行われるため、通常の学校の教育条件が改善されること  

が前提となる。   

情水（2007）によれば、かつて1980－1990年代に議論されていた「インテグレーションが通常  

教育を固定的に考えて、障害児の通常教育への適応可能性を問うのに対して、インク／レージョンは  

多様な生徒を受け止め得るように通常教育の子どもへの適応可能性を問う」。社会的に主流でないマ  

イノリティの子どもを含め、すべての子どもが物的・人的に「排除」されない通常教育づくり、多  

様性を尊重し多様性に応答する通常教育づくりがインクルージョンの主張である（清水、2007）。  

児叢生徒の競争的な関係、大人数の教室で一律の到達目標を目指して多くの学業不振児をつくるカ  

リキュラムはインクルージョンの対極にあるといえよう。「インクルーシブ教育が将来的に目指すと  

ころは、特別な施策、配慮がとくに意識されなくても、生徒が排除されないような教育なのである」  

（荒川、2007）。  
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インクルージョンを考える上で、障害児・者に対する差別の問題は避けては通れない人権問題で  

ある。内閣府（2009）によれば、アメリカ、イギリス、ドイツ、フランス、ニュージーランド、オ  

ーストラリアの各国は、障害者差別禁止法や人権法などによって障害を理由とする差別を禁止し、  

差別禁止の分野を雇用、教育、交通、サービスなど明確に規定した。その一方で日本では差別禁止  

分野を特定せず、配慮の規定も欠くまま理念法（障害者基本法、1970年制定）に終始している。し  

かしこの状況は、2007年に日本が署名した障害者の権利条約によって変わろうとしている。同条約  

は、教育や雇用・司法などの各分野において障害者に対する合理的配慮（点字・手話通訳などのコ  

ミュニケーション手段の提供、物理的および情報バリアフリー等）の欠如は差別にあたると明記し  

た。教育の分野では、学校設備・環境の整備を行い、障害に対応するための合理的配慮の実現によ  

って、山般の教育カリキュラムにアクセスする選択肢を保障することが求められる。   

日本政府は、2007年9月に署名し、内閣府によれば「可能な限り早期の締結を目指して、検討を  

行っている」（2010年2月現在）。世界的には2010年4月現在、批准した国が95カ国、署名した  

国が147カ国に及んでいる（ユニセフ）。日本でも批准すると国会承認を受けて法的拘束力が生じ  

ることになり、当事者や教育・福祉・労働などの関係者を中心に活発な議論が行われている。中央  

教育審議会「特別支援教育の在り方に関する特別委員会」によれば、インクルーシブ教育システム  

の理念に向けて「子ども一人一人の学習権を保障する観点から、通常の学級、通級による指導、特  

別支援学級、特別支援学校といった、連続性のある『多様な学びの場』を用意しておくことが必要」  

であるとしている（2010年12月）。   

障害者の権利条約が提起する「合理的配慮」は、もともとアメリカのリハビリテーション法が先  

駆けて法制化されているが、日本のインクルーシブ教育にとっても不可欠の要素となる。   

日本のように「障害や不登校、様々なマイノリティなど、排除されるおそれのある子どもや集団  

ごとに、施策ないし予算や人員配置がバラバラになされている現状は、インクルーシブな実践や制  

度を前人させる上で、大きな障壁となる」（荒川、2007）。   

中学校の通常の学級に在籍する生徒に対しては、通級による指導によって丁寧な進路支援を受け  

ることで自己選択の力を高める実践も報告されているが（相川、2009）、中学校における通級指導  

教室は圧倒的に不足しており、高校段階における支援の継続も課題である。高等学校の特別支援教  

育の問題は、2008年から2009年に専門誌で相次いで特集が組まれ、高等学校（定時制を含む）先  

進的な取り組みや課題が提示された（『sNEジャーナル』第14巻第l号および第15巻第1号、  

『発達障害研究』第31巻第3号、『障害者問題研究』第36巻第3号）。  
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障害のある人の権利に関する条約 仮訳 川島聡＝長瀬修仮訳（2008年5月30日付）  

第24条 教育  

1締約国は、教育についての障害のある人の権利を認める。締約国は、この権利を差別なしにかつ機  

会の平等を基礎として実現するため、あらゆる段階におけるインクルーシブな教育制度及び生涯学習  

であって、次のことを目的とするものを確保する。  

（a）人間の潜在能力並びに尊厳及び自己価値に対する意識を十分に開発すること。また、人権、基本的  

自由及び人間の多様性の尊重を強化すること。  

（b）障害のある人が、その人格、才能、創造力並びに精神的及び身体的な能力を可能な最大限度まで発  

達させること。  

（c）障害のある人が、自由な社会に効果的に参加することを可能とすること。  

2締約国は、1の権利を実現するに当たり、次のことを確保する。  

（a）障害のある人が障害を理由として一般教育制度から排除されないこと、及び障害のある子どもが障  

害を理由として無償のかつ義務的な初等教育又は中等教育から排除されないこと。  

（b）障害のある人が、他の者との平等を基礎として、その生活する地域社会において、インクルーシブ  

で質の高い無償の初等教育及び中等教育にアクセスすることができること。  

（c）各個人の必要〔ニーズ〕に応じて合理的配慮が行われること。  

（d）障害のある人が、その効果的な教育を容易にするために必要とする支援を一般教育制度の下で受け  

ること。  

（e）完全なインクルージョンという目標に則して、学業面の発達及び社会性の発達を最大にする環境に  

おいて、効果的で個別化された支援措置がとレー）れること。  

3締約国は、障害のある人が教育制度及び地域生活に完全かつ平等に参加することを容易にするため  

の生活技能及び社会性の発達技能を習得することを可能としなければならない。このため、締約国は、  

次のことを含む適切な措置をとる。  

（a）点字、代替文字、拡大代替〔補助代替〕コミュニケーションの形態、手段及び様式、並びに歩行技  

能の習得を容易にすること。また、ピア・サポート〔障害のある人相互による支援〕及びピア・メン  

タリング〔障害のある人相互による助言・指導〕を容易にすること。  

（b）手話の習得及びろう社会の言語的なアイデンティティの促進を容易にすること。  

（c）盲人、ろう者又は盲ろう者（特に子どもの盲人、ろう者又は盲ろう者）の教育が、その個人にとっ  

て最も適切な言語並びにコミュニケーションの形態及び手段で、かつ、学業面の発達及び社会性の発  

達を最大にする環境で行われることを確保すること。  

4締約国は、1の権利の実現を確保することを容易にするため、手話又は点字についての適格性を有  

する教員（障害のある教員を含む。）を雇用するための並びに教育のすべての段階において教育に従事  

する専門家及び職員に対する訓練を行うための適切な措置をとる。この訓練には、障害に対する意識  

の向上、適切な拡大代替〔補助代替〕コミュニケーションの形態、手段及び様式の使用、並びに障害  

のある人を支援するための教育技法及び教材の使用を組み入れなければならない。  

5締約国は、障害のある人が、差別なしにかつ他の者との平等を基礎として、一般の高等教育、職業  

訓練、成人教育及び生涯学習にアクセスすることができることを確保する。このため、締約国は、障  

害のある人に対して合理的配慮が行われることを確保する。  

（2010年2月2日参照 麺D：／／www．normanet．ne．jT）／～idf／shirvo／convention／index．html）  

（北海道教育大学札幌校 千賀愛）  
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3．発達障害に関する図書等の紹介   

昨今、特別支援教育や発達障害に関連する書籍が多数刊行されています。特性についての解説や  

当事者の手記、具体的な支援方法など領域は様々です。それゆえ図書の紹介と言っても、立場よっ  

てニーズが違うので、挙げればきりがあり吏せん。ここでは紙面の都合がありますので、時間のあ  

る時にゆっくり読んでいいただきたい本を二冊ご紹介します。どちらも、学習障害や自閉症の原点  

とは何かについて市かれている本です。  

「プルーストとイカ 一読書は脳をどのように変えるか？－」  

メアリアン・ウルフ著 小松淳子訳 インターシフト 2，400円   

ディスレキシアという言葉をご存知ですか？日本語では、読字障害などと訳します。文字の読み  

を覚えるのに長い時間がかかったり、逐次読みの状態から流暢な読みへの移行がスムーズに行かず、  

単語の意味を理解したり、長い文章を音読することに困難を持つ子どもたちのことを指しています。  

このような困難を抱えている子どもは、学校に必ず存在しており、決して珍しくはありません。し  

かしながら日本では、正吉法がシンプルであることや文字に対応する音声の分割単位が比較的大き  

いなどの理由から、読みの修得において顕著な困難を示す子どもの発生頻度が低いために、あまり  

注目されてこなかったのが現状でした。結果として「読むとはどういうことか′lについて、深い議  

論はなされてこなかったわけです。恐らく「読み」に特別に関心を持つ研究者や教師、音読を職業  

スキルとして身につける必要のある人たちしか考えてこなかったといっても過言ではないかもしれ  

ません。   

読み書きに関して、専門的な知識がない人にも分かりやすく解説してくれる本は日本では少ない  

中、学術的な知識がなくとも、すらすらと読めると言うのがこの本の大きな特徴です。「読む」とい  

う行為は、我々が想像するよりも、はるかに複雑な過程であり、また長い進化の間に獲得してきた  

「とてもすごい能力」であるということを実感していただけたら、とてもうれしいと思います。読  

むこととは以下のような脳の特殊化と回路の自動化によって成り立っているのです。これを読んだ  

後では、「なんで読めないの？」ではなく、「なんで読めるの？」に視点が切り伴わっているかもし  

れません。  

「流暢に読解する読み手の脳は今まさに、進化した文字を読む脳の娘も重要な才能を手に入れ  

ようとしている。時間である。解読プロセスをほぼ自動化させてしまった若い流暢な脳は、隠喩、  

推論、類推、情動というバックグラウンドを経験から得た知識と統合させて、そのたびに時間を1  

ミリ秒ずつ縮めることを学ぶ。読手発達の過程で初めて、脳が思考と感情を別々に処理できるだけ  

の速さを手に入れるのだ。」  
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「自閉症論の原点 定型発達者との分断性を超える－」  

高岡 障著 雲母苫房 1，800円   

決して一般向けの本ではないけれども、若者の主掛こ共感した部分があったのであえて紹介いた  

します。前半は、政治的な背景を概観しながら、自閉症がどのように位置づけられてきたかを解説  

しています。後半は、「自閉症の精神現象学」と題して、かなり哲学的ですが興味深い議論が展開さ  

れています。   

ところで、私の知人であるアスペルガー症候群の当事者は「自閉ということ」という題名で次の  

ような文章を需きました。   

「たくさんの感覚入力、ビジュアルドライブに左右されること、これらは全部、自閉というより  

「自閉」。AS（アスペルガー症候群の意）の人はたくさんの感儲入力をうまく取捨選択できずにい  

るようです。視覚優位やビジュアルドライブと言って、見たもの、見た文字に左右されることも多  

いようです。外からの情報は正しいと思っているからとても左右されます。こんな感じだから自閉  

ではなく「自閉」です」。   

「Fl開」とは、この当事者による固有の表現です。自分が自閉者であることを自覚した時から、  

「自閉」というネーミングに違和感を覚えていたそうです。環境に含まれる様々な刺激に優先順位  

がなく、関連・無関連な刺激を等価に扱ってしまう態度は、環境に対して自分は閉じているのでは  

なく、むしろ開かれていることを意味するのだ、という主張です。さて、皆さんはこの当事者の語  

る世界を、おかしな世界と思うでしょうか？それとも、今はそうではないけれどむかしむかし、子  

どもの時には感じていた世界に似ているなあと思われるでしょうか？   

もし後者の立場を選択された方は、この本の著者の主張にある程度同意していることになります。  

著者は自閉症者を、環境（人を含む）との関係が非常に近い人たちと仮説しています。筆者はそれ  

を根拠に、自閉症者は人間発達の原点に近い人たちと考えています。例えば、隣の部屋で皿が割れ  

る音を聞いたとします。通常我々は「あの音は皿が床に落ちたせいだ」とか「客が怒って壁に食器  

を投げ付けたせいだ」などと想像します。このような推論が成り立っのは、自分自身と皿という物  

体及び客と言う人物との関係性が認識されているからです。仮にそのような関係性の認識がないと  

したらどうなるか？それはただ単に「音を聞いただけ」の経験となります。このように関係性の認  

識が低い世界では、刺激の意味づけがなされていないために、様々な刺激はバラバラなまま知覚さ  

れることになります。先ほどの当事者のいう「「］開」の世界に似ていませんか。感覚そのものを経  

験し、経験している自分や環境を相対化できない状況そのものが、自閉という主観になるのかもし  

れません。   

自閉症に関しては、様々な支援方法が提唱されています。しかし、今一度、なぜその支援をしな  

ければならないのか、考える必要はないでしょうか？この本が、その理解にべストというわけでは  

ありませんが、そのような問題提起をしたいと思ったので、紹介してみました。興味のある方は読  

んでみてください。  
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【親の会の紹介】  

日本発達障害ネットワーク北海道（JDDネット北海道）  

httt）：〟www14．T）1ala．or．iT）／hdd net／tot〕．htrn   

ネットワークでは、行政、学会、教育・福祉・医療機関、企業、コミュニティ、NPOなど、地  

域の皆さまと多様な連携・協力を図りながら、学習会・啓発活動の企画実施や道内の発達障害児者  

を取り巻く状況やニーズの実態把握、行政・関係機関への要望活動、加盟団体間の情報交換、その  

他本会の目的達成のために必要な事業を展開していきます。  

→親の会が連携をして、様々な事業に取り組んでいます。情報を知りたい方、保護者の支援につ   

いてお困りの方など、問い合わせをしてみてください。子どもの問題は保護者や地域みんなで   

取り組んで参りましょう。  

（北海道教育大学札幌校 脅藤真善）  
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表紙・絵  

製作者 釧路養護学校高等部3年 大友康平さん  

タイトル うしとサイロ   

ステンシル版画制作は、壊平君の持つ r■程る力」「引っ  

張る力」を生かした活動ですが、その他にも大切な目的  

があり よす。作者の康平君は、いろいろな人の声を聞い  

たりすることが好きな生徒です。ステンシル版画を作り  

発表することで、作品を見に来てくれるみなさんから、  

作品のことや作り方について、いろいろと話しかけられ  

ることをとても楽しみにしています。ステンシル作品が  

みなさんと康平君のコミュニケーションのきっかけにな  

ればいいなという願いがあります。（指導・大竹倍己教諭）  

プロジェクト名（特別支接教育プロジェクト）  

『特別な教育的ニーズ』のある子どもたちの通常学級における教育支援及び教育方法の開発  

プロジェクト構成員  

責任者 蛇穴治夫  
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